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高知県地域学校協働活動研修会中部ブロック

 令和２年11月10日（火）津野町立中央小学校・東
津野B&G海洋センターを会場に「令和２年度高知県
地域学校協働活動研修会（中部ブロック）」が開催
されました。中央小学校の学校教育目標は『「つな
ぐ」～子ども・保護者・地域の輪を未来へ～』です。

 津野山古式神楽は国の重要無形民俗文化財にも
指定されている歴史のある舞です。
 中央小学校にある「神楽クラブ」は津野山古式
神楽保存会の方々が指導しています。また、この
神楽は幼・小・中の連携活動の一つでもあり、東
津野中学校区の園と学校が話し合いを持ち、共通
理解を図っています。

地域の伝統芸能を学ぶ
津野山古式神楽

参加者の声（アンケートより）

道徳の授業（小学3年生）で地域の方がお
話をされていて子どもたちの心に響いたの
ではと感じました。
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実践発表で、地域の方以外にも保護者が参
加している点、組織図がある点が参考にな
りました。やることが決まっていれば保護
者も参加しやすいのかなと思いました。

地域の方々の思いが知れて、参考になるこ
とが多かった。
地域の方の生きがいになれるような活動に
していきたいと感じました。

どの学年でも、ゲストティーチャーが登壇
していた。地域リーダーのシステムが確立
していることが分かりました。

5̲演目「山探し」を披露する
 中学生。刀を2本持ち、大人
 顔負けの力強さ、そして、
 スピード感のある舞でした。
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1̲小学5年生にミシンの扱いを教えるゲストティーチャー（地域の方）。 
2̲実践発表をする辻校長、井上教諭、上田コーディネーター（左より）。 
3̲グループ協議の様子。地域学校協働活動に対して困っていることや
 工夫していることなど、情報共有が行われました。 
4̲伝統芸能「津野山古式神楽」を披露する小学6年生。
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http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310305/map


地域の活動情報をお知らせください
　中部教育事務所では、生涯を通して学ぶ喜びに満ちた「教育的風土づくり」を進めるために各市町村の教育委員会やＰＴＡ・社会教育諸団体と連携
を図りながら、支援助言を行っていきます。
　また、情報収集に努め、社会教育に役立つ情報を発信していきたいと思いますので、地域の活動等情報がありましたらお知らせください。
連絡先：高知県教育委員会事務局　中部教育事務所　TEL  088-893-6166   FAX　088-893-6167
E-mail   310305@ken.pref.kochi.lg.jp　　　社会教育担当：　　　駄場、久万　

 土佐市立高石小学校PTAでは、子どもたちが制作

した手描きのTシャツを運動会で着用したあと「高

石Tシャツアート展」として運動場に展示する活動

に取り組みました。

 この企画の始まりは年度当初のPTA役員会で今年

度の取組をどうしようかと話し合う中で出てきたア

イデアで、PTAのつながりを生かし、制作方法、展

示の仕方など高石小PTAがONEチームとなって作り

上げました。

 運動場に展示されたTシャツは、子どもたちの夢

とPTAの皆さんの子どもたちの健やかな成長を願う

気持ちとともに、秋晴れの空に舞っていました。

土佐市立高石小学校（１１月１５日～１９日開催）

高石Ｔシャツアート展

文化財保護
活動紹介

中央地区文化財保護連絡協議会第２回文化財保護担当者等研修会 

花取り太刀踊り

Ｐ Ｔ Ａ
活動紹介

大川村花取太刀踊保存会 

 令和２年11月20日（金）大川村山村開発センターにて
「第2回文化財保護担当者等研修会」が開催されました。
 研修では大川村の伝統芸能「花取り太刀踊り」の披露が
ありました。ここ大川村においても、伝統芸能を残すため、
保存会の方が学校と連携し子どもたちに教えています。

 

高石小学校PTA 

この企画は、一人のアイデアから
生まれました。一人一人を大事に
する高石小の風土とPTAのチーム
ワークがTシャツアート展開催に
つながったと思います。

 ２階資料室には昔の農機具、生活用品、教科書、風景写
真等、貴重な資料が展示されています。参加者からは当時
の暮らしを懐かしむ声もあり、地域の文化を守るために資
料を保管することの大切さを学びました。
 情報交換会では「文化財保存のための人材確保」という
テーマのもと協議が進められました。どの市町村も過疎高
齢化により、地域で文化財を維持・継承していくことが困
難になりつつあります。その課題解決に向け、「学校との
連携」や「保護委員さんへの研修会」、また「文化財のデ
ジタル保存」など、様々なアイディアが出されていました。

 

坂本圭一朗PTA会長


